















































































































































































































赤堀侃司編『ケースブック 大学授袋の技法』 有斐 
閣1997
伊藤秀子ほか福『ガイドブック 大学授業の改善』仃 
斐閣1999
池田輝政ほか『成長するティップス先生一授業デザイ 
ンのための秘訣提J 五川大学出版部2001
件上寿美•笹愈千佬弘『育つ•育てる•育ちあう』 明 
石書庙2006
ビアスーパーバイザーからのコメント
本綸文は,大学教宵における今H的な諸問題について 
言及し、これらを踏まえた授策作りのあり方について、 
蒈者の経験をもとにわかりやすく記述されており. 
様々な分野の教flにとっても共通する内容であり、参 
考にしやすい内容であると思われる。特に、ぼく jス 
キルについては,昨年の関两地区FI)迚絡協議尨のシ 
ンポジウムでメインテーマとして揭げられており,今 
日の大学生に対する基礎学習能力の育成からアカデミ 
ック.ライティングの指導に至6まで多くの課題が示 
されている。本論文では,H常の教育灾践で学生がそ 
の文苹を「どう使うためにどう游くべきかJということ 
を意趣させることの大切さがR休:的に示されており、 
例えば、グルーブルt議で効果的に利用するためには简
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条Sきや一文で記すことが错ましい、というように学 
生にとってその後の成果が実感しやすい配慮がなされ 
ている。私たち教員は、学生の基本的な学習行動に対 
し、その効果を十分に検?、rt•ることや細やかなfid慮を 
重ねることの甫要性をより具体的に考えるべきだと思 
われる« (担当：森田健宏)
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